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事業番号

実施計画事業
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令和元年度 事務事業評価シート
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【平成30年度の実施状況】
〇姉妹都市・友好都市との交流を深め、今後のより良い関係づくりに寄与するため、姉妹都市米国ワイアンドット市
　 及び友好都市北海道八雲町との都市間交流の推進を図った。
　 ・姉妹都市ワイアンドット市派遣事業
　　姉妹都市であるワイアンドット市との交流を深めるとともに、ホームステイを通して、生活・文化・習慣など、日本
　　との違いを理解し、国際的な相互理解の重要性への認識を深めることを目的に本市中学生を派遣した。
　　　派遣期間：平成30年5月2日(水)～平成30年5月8日(火)　5泊7日
　　　派遣団員：市内中学新2年生・3年生 12名、市内小・中学校の教諭2名（男性1名・女性1名）　計14名

　 ・姉妹都市提携55周年ワイアンドット市訪問事業
　　ワイアンドット市との姉妹都市提携55周年を祝うとともに、両市の絆を深め、友好関係を持続させるため、小牧市
　　代表団を派遣した。
　　　派遣期間：平成30年8月8日(水)～8月12日(日)　4泊5日
　　　派遣団員：副市長、議長、姉妹都市・友好都市交流委員会委員長、小牧・ワイアンドット友好市民の会会長、
　　　　　　　　　 随行職員　　計5名

　・小牧市・八雲町交流30周年記念事業
　　小牧市・八雲町交流市民の会が発足して30年を迎えることから市民の会交流30周年を祝うとともに友好関係の
　　絆をより一層深めるため、記念事業を開催した。
　　　開催日：平成30年7月27日(金)
　　　会　場：小牧コミュニティホール(名鉄小牧ホテル)
　　　参加者数：約120名
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1．事業の概要

姉妹都市友好都市
助成金交付実績
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４．総合評価

千円 節 節事務事業評価による額

（実計）米国ワシントン州グラント郡親善訪問事業（姉妹都市・友好都市交流事業）
　　　　 米国ワシントン州グラント郡生徒相互交流事業（姉妹都市・友好都市交流事業）
　現状の姉妹都市・友好都市との関係性を維持し、交流を図るとともに、現在、交流の調整を行って
いる米国ワシントン州グラント郡、また、外務省の関係機関と調整している新たな交流先が加わる
可能性があるなどのことから、当該事業としては、「拡大」と判断した。

○今後は、外務省の関係機関を通じて、新たな交流先の調整を図るとともに、現在、交流の打診が
ある米国ワシントン州グラント郡との調整を行っていく。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

〇数値の分析等
　米国ワイアンドット市や大韓民国安養市との交流は、相手側の受入体制が整わないことや政
　治的関係の悪化などの理由により事業実施の有無が決定するため、毎年、直接経費が変動
　する。また、H30年度は、ワイアンドット市との提携 55周年や友好都市北海道八雲町との交流
　30周年の年となったことから、直接経費が大幅に増額となった。
　都市間交流人口については、八雲町の交流ﾂｱｰを除く各種事業が未実施となったためである。
　また、姉妹都市友好都市助成金交付実績については、H28,H30と安養市への訪問として、団
　体による助成申請があったが、H29においては、助成申請が無かったことが大きな要因
　である。

○近年は、ワイアンドット市側の受入体制不足などの事情による中学生の交流事業の中止や
　 大韓民国との関係から児童交流が中止になっている。また、小学校で英語の授業が開始さ
 　れることもあり、海外交流の機会を増やし、英語を学ぶ機会を増やすことを望む声が増えて
 　きている。このため、安定的な交流ができるよう新たな交流先を検討する必要がある。

対象の拡大や手段の充実等により、事業のボリュームを拡大すべきもの
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